
の
広
場
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー

で
チ
供
た
ち
は
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら

大
い
に
楽
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。

上田市

秘書 課

上田⑫4100
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じよPうぶに育てヒノキ

も
広報

争、占

市制施行六十周年記念植樹祭が 5月10日、市内野倉の市有林で行われました。

当日はすは'らしい天気に恵まれ約200人の参加者が、 2人 1組に分かれてヒノキ六千本を、

ールに植えました。

久しぶりに「ネノ〈キ 1)J を手にし、みんな汗をかきながら|作業ピ励んでいました。約 1時聞の作業で、丸坊

主だった山にも幼い木がもどりました。

この幼いヒノキがはやく大きく育ってくれることを願し、ながら、六十周年記念植樹祭を無事終了 しまし

た。

2 . 2へクタ

と
し
て
。

以
上
の
皆
禄
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
わ
礼
申
し
あ
げ
ま
す
も

市民の動 き

( 5月1日現在)

( +269) 

(+ 143) 

(+ 126) 

32，813世帯 (+420) 

( )内は前月比です

110，697人

53，984人

56，713人

キJ念人口

男

女

世情数

主な内容
議長に小林(軍)さん、副議長に細谷さん選出ー・・・ー.............2ページ

西塩田・別所地区統合小61年開校目指す・......一一....一 .3ページ
自然運動公図50メートルプール完成・・ーー.........................4ページ
キレツ傾き 75% ブロ y ク・石ぺいを見直そう・・・............・・・ 5ペーマ

春め叙勲、県知 ~J~表彰 12名一一一一…一一一一-…… 6 . 7ベーし
よりよい環境を、 6月現段保護月間・・・-ー・・……...一 .7ページ
企業相談を利用しようーー・・・ー

ーーー・・ 8ページ
家庭用ノ、カリの検査を受けましょう ー・・ーー・・・ー・・ーー・ーー・・ー..........Qペーリ

市政60周年記念文義制火講演会聞く 6月12日・ ~ ぺ一二

7.killj昼間]はしまる・・・・ー・
… 11-13ペーマ

アメシロが発生徹底防除。 エネルギ一節約を進めよう 14・15ぺ-L



〈臨時市議会開く〉

西
塩
田
別
所
地
区

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会
の

構
成
決
ま
る

市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委

員
会
委
員
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
常
任
委
員
会
委
員
v

敬
称
略
。
は
委
員
長

員

長

任

期

二

年

マ
総
務
文
教
委
員
会

O
西
川
秀
栄
、

O
宮
下
則
夫
、
中
畑
房
治
、
小
林
軍
治

松
野
量
平
、
武
重
治
、
杉
松
進
、

小
林
信
一
、
関
延
雄

マ
産
業
経
済
委
員
会

O
小
山
正
俊
、

O
は
副
委

O
石
井
重
義
、
水
出
善
助
、
山
極
安
宗

中
村
寛
、
成
沢
捨
也
、
斉
藤
士
口
栄
、

西
沢
永
次
、
村
上
和
夫

マ
厚
生
委
員
会

@
中
沢
一
広
、

O
池
上
一
巳
、
細
谷
広
務
、
腰
原
徳
一

小
池
重
徳
、
佐
藤
良
和
、
母
袋
悦
男
、

葦

沢

達

、

山

田

保

マ
建
設
委
員
会

@
竹
内
義
憲
、
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マ
譜
長
小
林
軍
治
さ
ん

会
社
役
員
。
市
議
四
期
。
五
十
八

歳
。
中
央
二。

記
念
す
べ
き
市
制
施
行
六
十
周
年

の
年
に
当
り
、
統
一

地
方
選
挙
の
洗

礼
を
受
け
、
さ
ら
に
議
長
の
要
職
に

ご
推
せ
ん
を
い
た

だ
き
ま
こ
と
こ

主

任

「

ト
L

J

l

ム
甲
小

r
r
L

身
に
余
る
光
栄
と

存
じ
ま
す
と
と
も

に
、
そ
の
職
責
の
重

大
な
る
こ
と
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
至
ら
ぬ
者
で
ご
ぎ
い
ま

す
が
、
議
員
、
理
事
者
並
び
に
市
民

マ
副
議
長

細
谷
広
務
さ
ん

会
社
役
員
。
市
議
五
期
。
四
十
五

歳
。
長
島
。

の
皆
様
の
ご
指
導
、
こ

べ
ん
た
つ
に

よ
り
、
市
政
の
進
展
と
公
平
か
つ
適

切
な
る
議
会
運
営
に
全
力
を
傾
注
す

あ

つ

さ
上
田
市
議
会
議
長

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
上
田
市
の
議
会
議
長
と
し

て
、
山
積
す
る
諸
問
題
解
決
の
た
め
、

係
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
、
実
現
困
難
な
事
業
で
す
。

関
係
地
区
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

マ
監
査
委
員

松
野
量
平
さ
ん

貸
庖
舗
業
。
市
議
四
期
。
六
十
歳

中
央
五
。

議
決
機
関
た
る
市
議
会
の
役
割
を
認

識
し
、
も
っ
て
十
一
万
市
民
の
ご
期

待
に
こ
た
え
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
格
段
の
ご

協
力
を
賜
わ
り
ま

小

林

軍

治

す

よ

う

、

心

か

ら

お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

学
区
域
の
変
更
を
実
施
し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
審
議
が
終
っ
て
い
な

い
城
南
地
区
小
学
校
の
新
設
、
川
西
中

O
春
原
笑
男
、
香
山
祐
三
郎
、
桜
井
啓

喜
、
堀
内
伝
、
上
原
憲
、
中
島
浩

一
、
萩
原
正
治
、
多
国
忠
正

〈
特
別
委
員
会
委
員
v

敬
称
略
。
は
委
員
長

O
は
副
委

員
長
、
任
期
二
年
期

マ
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

@
杉
松

進、

O
山
田
保
、
小
林
軍
治
、
細
谷

広
務
、
水
出
善
助
、
葦
沢
達
、
成
沢

捨
也
、
武
重
治
、
山
極
安
宗
、
堀
内

伝
、
萩
原
正
治

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

@
小

林
軍
治
、

O
細
谷
広
務
、
香
山
祐
三
郎

腰
原
徳

一
、
母
袋
悦
男
、
松
野
量
平
、

中
島
浩
一
、
小
林
信
一
、
中
沢
一
広
、

竹
内
義
憲
、
春
原
実
男

マ
別
所
線
対
策
特
別
委
員
会

@
佐
藤

良
和
、

O
石
井
重
義
、
小
林
軍
治
、
細

谷
広
務
、

竹
内
義
憲
、
桜
井
啓
喜
、
斉

藤
吉
栄
、
宮
下
則
夫
、
上
原
憲
、
春

原
実
男
、
杉
松
進

市
議
会

運
営
委
員
決
ま
る

議
会
運
営
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で

す。〈
議
会
運
営
委
員
〉

敬
称
略
。
は
委
員
長

O
は
副

委
員
長

。
小
林
信
一
、

O
上
原
憲
、
水
出

善
助
、
腰
原
徳
一
、
竹
内
義
憲
、
武
重

治
、
母
袋
悦
男
、
萩
原
正
治
、
西
沢
永

次ー
、
後
継
者
が
申
込
む
場
合
は
、
鋭
か

ら
後
継
者
の
指
定
を
受
け
た
む
ね
の

証
明
書
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。



て忍
、矛'L. P~ 
山は有
積、 で

す上 3
る回
諸市し
聞のま
題議相
解会

巷議
てJ 長
守、

(どと
伊くし

-hCH
U
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IdE民
主
u
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口
引
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4
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い
た
し
ま
す
。

次治善 C
、助ノj
母、ホ
袋腰
悦原告
男{恵一

萩、〈

原、竹」
正内民
治義
、憲君

西
沢武オ
永重 H

内

4
門
司

d

司，
e第mw

教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
の
通

間
側
学
区
域
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
昨
年

問
糊
瓦
月
「
上
田
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区

馴
れ
域
審
議
会
(
会
長
山
極
真
平
さ
ん
こ
を

一
設
け
、
審
議
を
進
め
で
き
ま
し
た
。

一
こ
の
結
果
、
同
審
議
会
か
ら
第

一
次

だ
の
答
申
を
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
に
受

'
け
、
続
い
て
今
年
三
月
二
十
三
日
に
第

J

二
次
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

-

つ

第

二
次
答
申
は
「
西
塩
田
、
別
所
地

報

区

統

合

小
学
校
の
新
設
は
、
原
則
と
し

広
て
原
案
が
適
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま

す

口
μ

日リ
ハh
u年4q

 

r「
υ

円
H
H

f
京
汁
刀
口q

u
 

西
塩
田
別
所
地
区

統
合
小
“
年
開
校
め
ざ
す

〈
通
学
区
域
審
議
会
か
ら
第
二
次
答
申
〉

答
申
内
に
「
原
則
と
し
て
」
と
あ
る

の
は
、
地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、

各
種
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
要
望
を
意
見
書
に
ま
と
め
、

後
日
、
審
議
会
が
教
育
委
員
会
へ
提
出

す
る
含
み
が
あ
る
た
め
で
す
。

教
育
委
員
会
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重

し
、
内
西
塩
田
・
別
所
統
合
小
学
校
H

を
山
田
池
付
近
に
新
設
す
る
こ
と
と
し
、

昭
和
六
十

一
年
開
校
を
目
標
に
作
業
を

進
め
て
行
き
ま
す
。

今
後
、
位
置
の
決
定
、
用
地
の
確
保

な
ど
を
順
次
進
め
て
行
き
ま
す
が
、
関

『~一
叫

61年度から統合が予定される酉塩
田小学校(上)と別所小学校(下)。

係
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
、
実
現
困
難
な
事
業
で
す
。

関
係
地
区
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
受
け
た
第

一
次
答
申
は
、
そ
の

内
容
を
尊
重
し
、
今
年
四
月
、
第

一
中
学

校
、
第
二
中
学
校
、
第
三
中
学
校
の
通

高年齢後継者に

加入の道ひらく

〔農業者年金法が一部改正〕

画園通藍E謹置

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
逃
し
た
農

業
後
継
者
の
皆
さ
ん
を
救
済
す
る
こ
と

と
、
同
年
金
支
給
額
を
約
四
%
引
き
上
げ

る
た
め
、
農
業
者
年
金
法
が

一
部
改
正

さ
れ
、
七
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

農
業
後
継
者
の
皆
さ
ん
で
次
に
該
当

す
る
人
は
、
早
目
に
手
続
き
し
ま
し
ょ

や
「
ノ
。

山
一
子
区
域
の
変
更
を
実
施
し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
審
議
が
終
っ
て
い
な

い
城
南
地
区
小
学
校
の
新
設
、
川
西
中

学
校
の
移
転
、
川
西
地
区
統
合
小
学
校

の
新
設
、
お
よ
び
、
関
係
地
区
通
学
区

域
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
を
継
続
し
て

行
き
ま
す
。

〈対
象
者
〉

1
、
大
正
八
年
七
月
三
日
か
ら
昭
和
十

五
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
。

2
、
左
表
の
基
準
日
に
、
親
が
農
地
五

十
ア
ー
ル
以
上
を
経
営
し
て
い
る
人
。

3
、
2
の
経
営
者
の
直
系
親
族
で
あ
る

人。た
だ
し
、
対
象
者
に
親
が
農
地
を
譲

ら
な
い
で
農
業
を
や
め
て
し
ま
っ
て
い

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〈申
込
条
件
〉

ー
、
後
継
者
が
申
込
む
場
合
は
、
鋭
か

ら
後
継
者
の
指
定
を
受
け
た
む
ね
の

証
明
書
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

2
、
す
で
に
経
営
主
と
な

っ
て

い
る
場

合
は
、
親
が
左
表
の
基
準
日
に
持
っ

て
い
た
農
地
な
ど
半
分
以
上
を
譲
り

受
け
た
む
ね
の
証
明
書
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

〈保
険
料
納
入
対
象
期
間
〉

左
表
の
基
準
日
か
ら
申
込
ん
だ
月
の

前
月
ま
で
で
す
。

〈申
込
期
間
)

七
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま

で
で
す
。
申
込
期
聞
が
六
か
月
と
短
い

の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
早
目
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

〈保
険
料
お
よ
び
納
期
〉

保
険
料
は
、
一
か
月
三
千
六
百
円
で

す
。
五
十
五
年
十
二
月
-二
十

一
日
ま
で

に
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

農業者年金後継者加入対象者表

生まれ月の区分 基準日

大正8年7月3日から大正9年

1月1日ま での間に生まれた人

であっで、申し出の日において
昭和49年7月l日

60歳未満である人。

大正9年l月2日から昭和11年
昭和50年1月1日

l月1日までの聞に生まれた人

昭和11年l月2日から昭和12年
昭和51年1月1日

1月1日ま での聞に生まれた人
ト

昭和12年1月2日から昭和13年
昭和52年1月1日

1月1日までの聞に生まれた人

昭和13年1月2日から昭和14年
昭和53年1月1日

1月l日までの聞に生まれた人

昭和14年1月2日から昭和15年
昭和54年l月l日

1月1日までの聞に生まれた人
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「
上
田
市
自
然
運
動
公
園
」

の
五
十

わ
メ
ー
ト
ル
競
泳
プ
l
ル
が
流
水
プ
ー
ル

問
削
東
側
に
完
成
、
六
月
二
十
三
日
凶
午
前

削
側
関
係
者
の
出
席
を
え

て
五
十
メ
1

卜

仙
川
ル
競
泳
プ
l
ル
完
成
式
典
を
行
い
、
午

開
第
/ぺ
後
無
料
開
放
し
ま
す
。

一

丘

十

メ
ー
ト
ル
プ
l
ル
は
、
市
が
工
費

一

約

一
億

一
千
万
円
を
費
や
し
て
工
事
を

一

進
め
て
き
た
も
の
で
、
コ
l
ス
は
九
コ

l

号
ス
あ
り
、
深
さ
は

一
・二一

1
一
・
五
メ
|

市
ト
ル
の
す
り
ば
ち
型
を
し
て
い
ま
す
。

第
同
公
園
の
プ
ー
ル
ゾ
ー

ン
は
六
月
二

戸

十

i
H』
午
陸

〆
時
か
ら
開
園
し
t
f
o

Eコ
下王ーーー

つ

/ 

自然運動公園プール23日(土)開園
完成した50メートルプール。公式記録用のタッチ板も
とりつけられ、今夏から各種大会にも利用されます。

競
泳
プ

l
ル
も
利
用
で
き

入
場
料
・
開
園
時
間
は

昨
年
ど
お
り
で
す

入
場
料
は
競
泳
プ

i
ル
も
利
用
で
き

昨
年
と
同
じ
く

一
般
二
百
円
、
中
学
生

以
下
百
円
で
す
。

オ
ー
プ
ン
当
日
の

二
十
三
日
凶
午
後

は
無
料
開
放
し
ま
す
。

開
園
時
間
も
昨
年
と
同
じ
く
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
十
二
時
三
十
分
ま
で
、

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
の
二
父
替
制

併、

十
'o

ブ
ロ
ッ
ク

市
は
健
康
ゃ
つ
く
り
推
進
事
業
と
し
て

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
」
を

基
本
に
、
健
康
の
維
持
増
進
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
保
健
活
動
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
「
上
田
市
健
康
-
つ
く
り

50メートル専用の管理棟で
大会時の本部などにも利用されます。

ら
、
家
庭
の
主
婦
を
対
象
と
し
た
「
健
康

教
室
」
開
講
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

(
8
ペ
ー
ジ
参
照
)。

「
健
康
。つく
り
推
進
事
業
」
は
、
高

齢
化
社
会
の
実
現
や
、
自
動
車
の
普
及

市
民
の
健
康
づ
く
り
事
業
実
施
に

協

議

会

を

設

置

各

種

事

業

を

計

画

推
進
協
議
会
」
を
設
置
、
次
の
十
五
人

の
皆
さ
ん
を
委
員
に
委
嘱
、
事
業
計
画

な
ど
の
策
定
を
行

っ
て

い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
す
で
に
、
七
月
十
日
か

• 

石
べ
い
の

な
ど
に
よ
る
高
血
圧
、
成
人
病
の
増
加

に
対
処
す
る
た
め
、
厚
生
省
が
各
市
町

村
を
通
じ
て
始
め
た
事
業
で
す
。

〈上
田
市
健
康
‘つ
く
り
推
進
協
議
会
委

員
〉
マ
池
上
一
己
さ
ん

マ
上
原

憲
さ
ん

マ

宮
下
則
夫
さ
ん

マ
村
上
和
夫
さ
ん
(
以

上
市
議
会
議
員
)
マ
真
山
喜
登
子
さ
ん

(上
田
保
健
所
長
)
マ
甲
田
英
久
さ
ん

(市
医
師
会
)
マ
村
居
正
雄
さ
ん
(
市

歯
科
医
師
会
)
マ
等
々
力
哲
雄
主
ん
(
上

田
薬
剤
師
会
)
マ
橋
詰
一
男
さ
ん
(
市
自

治
会
連
合
会
)

マ
若
林
茂
人
さ
ん
(
市

衛
生
推
進
協
議
会
)
マ

池

田

良
さ
ん

(市
連
合
婦
人
会
)
マ
土
屋
芳
則
さ
ん

(市
体
育
指
導
委
員
会
)
マ
手
塚
規
子

さ
ん

(市
母
子
健
康
推
進
員
)

マ
西
沢

澄
子
さ
ん
(
市
栄
養
士
会
)
マ
永
野
裕

貞
市
助
役
。



な
ど
の
策
定
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
す
で
に
、
七
月
十
日
か

村
を
通
じ
て
始
め
た
事
業
で
す
。

〈上
田
市
健
康
"つ
く
り
推
進
協
議
会
委

で午時

t竺手
時分
かヵ、

勺勺

四十
時二
ま時
で三
の 十
一分
交 ま
替で
帝IJ

澄
子
さ
ん
(
市
栄
養
士
会
)
マ
永
野
裕

貞
市
助
役。
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ト
ル
の
す
り
ば
ち
型
を
し
て
い
ま
す
。

同
公
園
の
プ
ー
ル
ゾ
l
ン
は
六
月
二

十
三
日
UP
午
後
J
d
町
か
ら
開
園
し
ま
す
。
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-石べい点検結果

石
べ
い
の

点
検
と
建
て
方

②ブロックベいの

厚さは

50cm以上離して

品事-LWr
-/5忌三通量(1/-

お宅のへいは安全ですか?

点
検
の
方
法
は
、
左
下
表
の
と
お
り

で
す
。
ブ
ロ
y
ク

・
石
ぺ
い
を
建
て
よ
う
と

考
え
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
次
の
点
に
注

意
し
建
築
基
準
ど
お
り
の
工
事
を
行
い

ま
し
ょャフ。

①
ブ

ロ
ッ
ク
ベ
い
は
二
メ

ー
ト
ル
以

下
、
石
べ
い

は

一
・
五
メ

ー
ト
ル
以
下

に
し
ま
し
ょ
う
。
(
ブ

ロ
ッ
ク
ベ
い
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
厚
さ
の
十

倍
以
下
の
高
さ
に
す
れ
ば
一
層
安
全
で

す
)。②
道
路
に
面
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
ベ
い
は

厚
さ
十
二
セ
ン
チ
日
以
上
に
し
ま
し
ょ

う。
持
に
軟
弱
な
地
盤
の
と
こ
ろ
で
は
、

十
五
セ
ン
チ
日
以
上
に
し
た
方
が
安
全

で
す
。

③建物から④
石
積
み
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の

土
留
め
の
上
に
へ
い
を
つ
く
る
こ
と
は

危
険
で
す
。
ど
う
し
て
も
つ
く
る
場
合

は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
根
入
れ
し
た
基
礎

を
別
に
つ
く
り
、
そ
の
上
に
建
て
ま
し

ょ弓ノ。

③
へ
い
は
建
物
か
ら
五
十
セ
ン
チ
灯

以
上
離
し
ま
し
ょ
う
。

接
近
さ
せ
る
と
控

え
壁
も
と
れ
ま
せ
ん
し
、
地
震
で
建
物
が

ゆ
れ
、
へ
い
を
倒
す
こ
と
が
あ
り
ま
す。

日早h
①ブロック・石ベいの

高さは

ブロック

え

①プロック 2m、石1.5m以下ヵ、

望ましい

②ブロック3.2m。石3.6m以内

ごとに必要

③基礎の音11分を抱って調べる。

④土留の上に

建てるのは危険

つ

話語気
玄過~ぷg
:..J...ム活む戸ヨrp-S?'・ー

考

ー (5)一一一昭和54年6月1日 広報

ブロック・石ベいの点検方法

昨
年
六
月
+
二
日
に
発
生
し
た
H

宮
城
県
沖
地
震
H

か
ら
早
く
も
一
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
の
倒
壊
に
よ

り
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
こ
と
は
、
ま
だ
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

お
宅
の
ブ
ロ

ッ
ク
・
石
べ
い
は
安
全
で
す
か
。
今
年
三
月
、
県
下
い
っ

せ
い
に
ブ
ロ

ッ
ク
・
石
べ
い
の
総
点
検
が
一
千
四
百
二
十
三
か
所
で
行
わ

れ
、
上
田
市
で
も
通
学
路
を
重
点
に
六
十
か
所
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
六
十
か
所
の
う
ち
、
キ
レ
ツ
や
傾
き
の
あ
る
も
の
七
五
%
、
鉄
筋

が
入
っ
て
い
な
い
も
の
八
五
%
、
控
え
壁
が
な
い
も
の
丸
五
%
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
の
ブ
ロ

ッ
ク
・
石
べ
い
が
な
ん
ら
か
の
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

お
宅
の
ブ
ロ

ッ
ク
・
石
べ
い
も
、
今
す
ぐ
点
検
し
、
悪
い
所
は
早
く
修

理
し
、
い
つ
お
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

，~...句。句... ...... ...... .......- “司自旬 _.，. ..._..-“!制
"“・:":U.l・ 0・:.:::-':::“・ ::.:::....・':":::.:::τ::":::-'::1句:。ロ同:1".:::.:::..:....日_.・ ロ」・ _ ... ・ γ .....-

イ席

観|②控え壁があるか。

③基礎はあるか。また、娘入れの

深きはじゅうぶんか。

④擁壁や石積みの上に乗せていな
し、か。

検|⑤老朽化し、亀裂などが生じてい
ないか。

⑥最上段の7'ロック、石を取りは

ずし、鉄筋やはだ(石べいのみ)

などの有無、モルタル(ブロック

べいのみ)の状態主どを調べる
部|
⑦80cm間隔で縦筋が入るべき部分
の最下段のブロ γ クを取りはす

し、!.li礎から鉄筋ヵ、立ち上がっ

ているか調べる。(ブロソクべい
のみ)

検|
⑧基礎へ縦筋カ、定着しているかど

うか。法礎の一部をはすして調

べる。(ブロックベいのみ)

目

お
問
合
せ
ご
相
談
は

市
の
建
築
課

へ

項

①高すぎないか

検

既
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
石
ぺ
い
を
点
検

し
た
い
人
。
正
し
く
建
て
る
た
め
の
工

法
を
く
わ
し
く
知
り
た
い
人
は
、
市
役

所
建
築
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(官
⑫
四
一

O
O内
線
三
六
二

占

外

占

内

σ〉

占

よ

る
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勲四等旭日小綬章

笠原正巳さん

の
叙瓢

四
月
二
十
九
日
、
元
県
公
安
委
員
長

報
笠
原
正
巳
さ
ん
が
「
勲
四
等
旭
日
小
綬

広

章

」
。

元
静
岡
地
裁
刑
事
首
席
書
記
官

一
宮
下
巌
さ
ん
が
「
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
」
。

一
学
校
医
、
遠
藤
恭
介
さ
ん
が
「
勲
五
等

mw
瑞
宝
章
」
。
元
小
学
校
長
、
小
林
六
雄

総
さ
ん
が
「
勲
五
等
瑞
宝
章
」
。
元
保
護

2
匝
町
一
州
司
、
染
色
補
正
業
、
浅
川
菊
次
郎
さ
ん

開
仰
が
「
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
」
を
受
章
さ

J
¥
れ
ま
し
た
。

一

笠

原
正
巳
さ
ん
(
七
十
一
歳
、
常
国

一

二
ー

一
ーl
二
二
)
は
、
昭
和
二
十
六
年

号
か
ら
四
年
間
上
田
市
議
会
議
員
と
し
て

初
副
議
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
戦
後
の
経

第
済
不
況
な
ど
多
く
の
困
難
を
克
服
し
地
域

一
産
業
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

3号一

'績所
E専得
、門向
、業上
問め" ，こ
E音つ
ト響な
?機が
1器る
:モと
日 l し
}タて

製絹
J 造紡

勲四等旭日小綬章

宮下巌さん

ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
三
年
間

長
野
県
公
安
委
員
を
、
同
川
ト
一
九
午
か
ら

六
年
間
に
わ
た
り
同
公
安
委
員
長
と
し

て
長
野
県
笹
祭
を
管
理
し
、
民
主
瞥
察

の
確
立
と
治
安
維
持
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

宮
下

巌

さ

ん

(七
十
歳
、
大
字
上

田
二

O
四
六
!
こ
は
、

昭
和
五
年
上

田
区
裁
判
所
に
就
職
さ
れ
て
以
来
、
約

四
十
年
間
、
昭
和
四
十
五
年
静
岡
地
方

裁
判
所
刑
事
首
席
書
記
官
を
退
職
さ
れ

る
ま
で
裁
判
所
事
務
の
仕
事
に
つ
か
れ

豊
富
な
知
識
と
経
験
で
、
社
会
的
著
名

事
件
や
複
雑
な
事
件
に
対
し
、
常
に
積

極
的
に
迅
速
か
つ
的
確
な
処
理
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ
で
部

下
の
指
導
、
育
成
に
あ
た
り
、
後
継
者

づ
く
り
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
恭
介
さ
ん

(七
十
五
歳
、
中
央

三
|
八
|
二
四
)
は
、

昭
和
九
年
に
内

科
医
院
を
開
業
、
同
卜
-
一
年
か
ら
下
校
医

師
と
し
て
四
十
余
年
間
の
長
期
に
わ
た

り
、
児
童
生
徒
の
保
健
増
進
に
尽
さ
れ

学
校
と
家
庭
を
結
ぶ
保
健
指
導
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
の
四
年

間
上
田
市
教
育
委
員
や
教
育
委
員
長
を

務
め
ら
れ
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
上
田
市

2和 産
二業
十 者
二か
年ら
、家

ハ畜
ム σ〉
集
ソ荷
l を
セ行

ン

の昭

勲五等瑞宝章

遠藤恭介さん

博
物
館
、
山
本
鼎
記
念
会
館
な
ど
社
会

教
育
施
設
の
充
実
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
六
雄
さ
ん
(
七
十
六
歳
、
中
央

四
|
七
二
八
)
は
、
昭
和
三
十
年
上

田
市
立
東
小
学
校
を
退
職
さ
れ
た
後
、

す
ぐ
に
教
育
長
を
務
め
ら
れ
、
第
一
中

学
校
校
舎
建
築
の
実
現
、
西
小
学
校
や

塩
尻
小
学
校
の
体
育
館
の
新
築
を
は
じ

め
市
体
育
施
設
で
あ
る
競
技
場
や
庭
球

場
な
ど
体
育
施
設
の
充
実
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
進
学
を
希
望
す
る
全
生

徒
を
満
足
さ
せ
た
い
と
願
い
、
附
和
:・

十
五
年
学
校
法
人
上
田
学
園
の
設
立
と

開
校
に
専
念
し
、
そ
の
安
定
し
た
校
風

作
り
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

浅
川
菊
次
郎
さ
ん

(
八
十
一
歳
、
大

字
上
田
一
五
二

O
l
二
)
は
、
十
六
歳

で
弟
子
入
り
し
て
以
来
、
六
十
五
年
間

し
み
抜
き
一
筋
に
人
生
を
か
け
て
こ
ら

れ
た
名
人
で
、
そ
の
技
術
は
全
国
で
も

氏
の
右
に
出
る
者
は
な
く
、
業
界
発
展

の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
去
年
の
五
月
ま
で
二
十
二
年

間
の
長
期
に
わ
た

っ
て
、
保
護
司
と
し

て
特
に
青
少
年
の
保
護
更
生
の
た
め
に

努
力
さ
れ
、
多
く
の
人
々
の
社
会
復
帰

の
た
め
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

上
小
農
業
委
員
会
協
議
会
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
、
そ
の
問
、
農
業
振
興
の
基
本

立
阜

ん

葉

F

桐

ト

ド

色

対

車

問

、

ノ菊

等

|
七

劃

勲

j

に
当
選
し
て
か
ら
は
、
市
財
政
の
安
定
、

地
方
自
治
の
確
立
、
住
民
福
祉
の
向
k

に
努
め
、
同
五
十
年
九
月
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
く
初
め
て
の
上
田
市
長
期
基

本
構
想
を
策
定
、
現
在
、
同
構
想
の
「
あ

た
た
か
い
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
e

つ
く
り
」

目
指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

マ
産
業
功
労
者

石
田
幸
司
さ
ん

(
七
十
歳
、
中
央
四

ー
一
八
|
一
六
)
は
、
昭
和
三
十
九
年

六
月
、
上
田
市
卸
商
業
協
同
組
合
設

立
以
来
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、
監
事

な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
こ
の
間
、
卸
団

地
第

一
次
、
第
二
次
建
設
の
大
規
模
事

業
に
指
導
的
役
割
を
は
た
し
、
卸
売
業

の
発
展
に
努
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
上
小
支
部
理
事
、

上
田
商
工
会
議
所
議
員
、
常
識
員
と
し

て、

地
域
中
小
企
業
の
組
織
化
運
動
に

尽
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
、
県
卸
売
酒
販
組
合
副
理
事

長
、
関
東
信
越
卸
売
酒
販
長
野
県
支
部

副
支
部
長
、
県
酒
類
取
引
安
定
評
議
会

委
員
な
ど
の
要
職
に
あ
り
、
酒
類
却
売

業
の
発
展
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
子
八
郎
さ
ん

(
五
十
六
歳
、
材
木

町
一

il--
て
二
)
は
、
企
業
の
永
続

は
、
地
域
社
会
の
雇
用
機
会
の
健
保
と

勲五等瑞宝章

小林六雄さん

県
知
事
表
彰

七
名
の
皆
さ
ん
が
受
彰

五
十
四
年
度
県
知
事
表
彰
に
地
域
の

発
展
に
尽
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

石
田
幸
司
さ
ん
ほ
か
六
名
の
方
々
が
、

五
月
三
日
県
庁
講
堂
に
・
お
い
て
県
知
事

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

マ
地
方
自
治
功
労
者

石

井

泉

さ

ん

(
七
十
一
歳
、
大
字

小
泉
三
三

O
八
)
は
、
昭
和
二
十
六
年
、

泉
田
村
助
役
に
就
任
、
同
三
十
年
、
泉

田
村
長
と
な
り
、
同
三
十
一
年
、
上
田

市
と
合
併
後
は
、
岡
市
専
門
委
員
。
こ

の
間
、
市
村
の
合
併
は
、
地
域
発
展
に

必
要
で
あ
る
と
日
夜
を
問
わ
ず
奔
走
、

円
満
な
合
併
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
四
月
、
上
田
市
議
会

議
員
に
当
選
以
来
、
同
四
十
六
年
四
月
、

同
議
員
を
引
退
す
る
ま
で
、
市
議
会
議

長
、
市
監
査
委
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、

住
民
福
祉
向
上
と
農
業
の
振
興
に
カ
を

注
ぐ
と
と
も
に
、
上
田
橋
の
架
替
え
、

古
舟
橋
架
橋
促
進
、
地
域
産
業
の
振
興

発
展
な
ど
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
、
上
田
市
長

理
事
、
上
小
支
部
長
、
評
議
員
編
集
委

員
と
し
て
、
開
業
界
の
指
導
育
成
に
努

に
対
す
る
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
学
校

法
人
上
田
学
園
を
設
立
、
同
四
十
一
年
、



宍
百
医
長

EZJJet
t
E£
L
J
c
t

挙。
σ
記

第
済
不
況
な
ど
多
く
の
困
難
を
克
服
し
地
域

戸
産
業
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

に
対
す
る
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
学
校

法
人
上
田
学
園
を
設
立
、
同
四
十

一
年、

同
学
園
理
事
長
に
就
任
、
先
生
と
生
徒

が
一
体
と
な
っ
て
学
習
す
る
独
自
の
教

育
方
針
に
よ
り
、
開
校
以
来
、
約
五
千

人
の
生
徒
を
社
会
に
送
り
だ
し
、
地
域

の
振
興
発
展
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
同
三
十

四
年
ま
で
上
田
市
収
入
役
、
助
役
を
歴

任
、
こ
の
間
、
財
政
の
再
建
、
市
立
上

田
高
校

(現
、
千
曲
高
校
)
の
県
立
移

管
、
工
場
誘
致
条
例
の
適
用
、
近
隣
町

村
と
の
合
併
な
ど
市
の
発
展
に
尽
さ
れ

ま
し
た
。

一

所

得
向
上
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
絹
紡
産
業
者
か
ら
家
畜
の
集
荷
を
行
い
、
昭
上
小
農
業
委
員
会
協
議
会
長
な
ど
の
要
理
事
、
上
小
支
部
長
、
評
議
員
編
集
委

子
績
専
門
業
へ
音
響
機
器
モ
ー
タ
ー
製
造

和
二
十
二
年
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
の

職
を
歴
任
、
そ
の
問
、
農
業
振
興
の
基
本
員
と
し
て
、
開
業
界
の
指
導
育
成
に
努

犯
を
導
入
、
企
業
の
安
定
を
図
る
と
と
も
製
造
を
開
始
、
食
生
活
の
改
善
を
図
る
計
画
を
策
定
、
そ
の
推
進
を
図
る
と
と
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
建
築
士
会

前
に
、
外
国
会
社
を
技
術
援
助
す
る
な
ど
と
と
も
に
、
畜
産
の
振
興
に
努
力
さ
れ
も
に
、
農
地
法
に
関
す
る
農
地
案
件
年
監
事
、
参
与
と
し
て
建
築
業
界
の
振
興

一

労
働
生
産
性
の
向
上
、

国

際

収

支

不

均

ま

し

た

。

一

千

件

に

お

よ

ぶ

申

請

を

適

格

に

処

理

発

展

に

尽

さ

れ

る

と

と

も

に

、

昭

和

二

一

衡

是

正

に

努

力

さ

れ

て

い

ま

す

。

昭

和
二
十
五
年
、
日
本
ハ
ム
・
ソ

l

ま
た
、
多
事
多
難
な
農
政
諸
問
題
を
解
十
七
年
か
ら
、
上
小
共
同
職
業
訓
練
校

一
こ
の
間
、
県
経
営
者
協
会
労
務
管
理

セ

l
ジ
工
業
協
同
組
合
設
立
以
来
、
理
決
す
る
な
ど
農
業
の
振
興
発
展
に
努
力
講
師
、
同
四
十
九
年
か
ら
、
県
上
田
専

一

委

員
会
委
員
長
、
同
協
会
副
会
長
、
県
事
、
監
事
、
甲
信
越
支
部
長
、

同
三
十

さ

れ

ま

し

た

。

門
技
術
学
校
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
建

釘
労
働
問
題
審
議
会
使
用
者
委
員
な
ど
の

九
年
設
立
さ
れ
た
、
日
本
食
肉
加
工
協
現
在
も
、
市
農
業
委
員
会
委
員
、
神
築
関
係
者
の
指
導
育
成
に
努
力
さ
れ
て

間
側
要
職
に
あ
り
、
労
使
関
係
の
安
定
、
地
会
理
事
の
要
職
を
歴
任
、
業
界
の
発
展
川
沿
岸
土
地
改
良
区
理
事
、
神
川
地
区
い
ま
す
。

畔
制
域
産
業
の
振
興
に
尽
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
畜
産
の
振
興
、
住
民
の
体
位
向
上
な
農
業
構
造
改
善
事
業
実
行
委
員
長
と
し
マ
教
育
功
労
者

白
岡
山

q

‘u

i

川
明
久
保
角
太
郎
さ
ん

(七
十
四
歳
、
大
ど
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

て

、
農
業
の
振
興
に
尽
さ
れ
て
い
ま
す
。

畑

好

郎

さ

ん

(七
十
五
歳
、
中
央

一

字
上
田
原
九

一
二
ー

こ

は

、

日

本

人

山

崎

正

夫

さ

ん

(

六

十

六

歳

、

大

字

マ

建

設

事

業

功

労

者

西

一
ー
三
1

二
六
)
は
、
昭
和
三
十
五

一

の
食
生
活
の
向
上
を
図
る
に
は
、
動
物
国
分
一
七
一
四
)
は
、
昭
和
二
十
六
年

箱

山

茂

さ

ん

(六
十

七

歳

、

中

央

年

二
月
、
高
校
進
学
へ
の
急
速
な
高
ま

だ

性

タ

ン
パ
ク
質
の
摂
取
量
を
ふ
や
さ
な

神
川
村
農
業
委
員
に
当
選
以
来
、
市
農
二
1

二
四
l
一
八
)
は
、
昭
和
二
十

六

り

と

、

ベ
ビ

l
ブ
ー
ム
に
よ
り
多
く
の

・
え
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
県
内
の
畜
業
委
員
会
長
、
農
業
会
議

一
口
一
司
会
議
員
、
年
、
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
設
立
以
来
、
中
学
浪
人
が
出
る
こ
と
を
考
慮
、
教
育

h
h、泳、¥、
E
R
bぐい、¥、目、、
h
も
司
、
氏
、
吃
¥
h
b
G、、、
5
0
C
試
さ
司
、
h
b
e
c
v日
司
、
¥
x
q、目、
h
b
Q
q
v、¥
h
b、、言、¥、
x
b
q
¥
b
xも
さ
日
込
S
U
Aふるぐい、
k
q
hも司、、
v、
¥
¥
¥
、
ぎ
る
ぐ
い
ま
去
る
℃
5
3
f
s
q
¥
x
-
Q
V
Aぶ与党、
S
号、
VA主
主
ぶ
ミ
x
き
そ
て
h
司、
X
主
主
主
る
ぐ
い
そ
X
ミ
h
ミ
¥
h号
泣
る
や
ミ
目
、
b
x
q
h、¥
¥
h
b守目、、
x
q
h
b
Q
5ミ

ミ
h
士、、
k
s
v、h
t
h吾、、

』

つ

串

見

表

な

設

も

1

い

保

線

納

動

下

地

施

で

、

て

圏

内

初

っ

こ

泉

養

た

が

付

。

、

。

料

引

恥

〉

温

保

な

す

浅

い

は

川

問

機

ー

笥

れ

や

る

ど

ま

接

と

@

笥

れ

札

附

よ

固

い

に

い

直

だ

こ

宮

)

で

奈

の

し

公

て

心

違

で

く

い

(

笥

を

こ

ま

然

れ

中

少

。

一

用

し

6

附

識

し

自

ら

を

多

す

タ

利

わ

い

~

萎

忍

ム

旧

の

て

者

て

で

ン

ご

く

さ

月

備

一

一

幻

引

い

新

国

建

給

つ

度

セ

に

、

だ

は

い

境

す

市

こ

全

に

受

よ

程

養

ど

で

く

環

対

、

郎

、

所

ゃ

に

円

保

な

い

せ

分

だ

ま

こ

わ

語

は

か

者

一

∞

各

行

つ

合

期

く

引

い

劇

的

財

一

お

険

タ

A
ら

旅

に

問

一
て

E

E

R

5

1

タ

深

ン

4

か

プ

用

お

第

め

配

け

わ

。

劃

ン

地

被

セ

件

前

一

利

へ

の

納

に

す

-

行

セ

の

の

養

0

月

ル

の

係

度

に

り

の

ま

W

養

境

金

。
保

∞

か

グ

一

金

υ
年

ず

か

と

も

い

こ

保

環

年

す

各

L

6

や

タ

年

m

M

れ

酌

を

、

円

引

も

金

た

民

ま

、

き

~

族

ン

民

初

、
忘

u
ー
か
い
が
い
引
レ

年

れ

国

き

は

付

月

家

セ

国

艇

は

月

た

り

事

さ

民

ま

。
で

金

食

か

。
養

諜

前

月

す

6

私

よ

行

己

自

国

恵

す

用

料

2

4

す

保

金

川

町

今

で

を

の

よ

ど

で

利

泊

ま

年

却

期

一(7)一一一昭手口54年6月1日 広報

よりよし、環境を

みんなの力でつくろう

< 6月は環境保護月間〉

環境保護月間行事日程表

期日 行事名 3覧 日月

6月11日 河)11ノfトロール
市内主要河川のパ トロールを全市ー

斉に行う。

不法投棄調査
菅平有料道路週辺はじめ幹線連絡道

路河川敷などの調査。

特定施設、 一般 特定施設、 一般廃棄物の保管状況調
月 廃棄物保管状況

査と指導。調査

し尿浄化そう管 市内に設置しであるし尿浄化そうの

水質検査にあわせて、維持管理と調
理指導 査、指導。

間

家庭雑排水浄化 県下一斉の啓蒙指導に合わせて設置

対策 促進と設置者の維持管理指導を行う。

主要河川および PH、BOO、ss、00、電導度、N
中 農業用水の水質

P、その他について調査。調査

河川愛護会活動
市内各河川愛護会の活動指導。

指導

くらしを守るあなたの国民年金

⑫ 

国民年金保養センターを利用しよう



だ 昭和54年6月1日一一一(8)ー

お知らせ

5月13日 「市民ハイキング」が行われ、3
:歳ぐらいの幼児から70歳を越えたお年寄りま
:で、大勢の市民の皆さんが参加し、伝説の山、

i独鈷山 (とっこさん)に登りました。
:急な山道で皆さん苦しかったようですが、好

:天に恵まれ、楽しい登山でした。(写真)

え

企
業
発
展
経
営
安
定
に

つ

企
業
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ロ岡山
F

+
g
+
 
広一

〈相
談
日
〉

一

毎
月
十
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

砂

時

ま
で
。
(
当
日
が
日
曜
、
祝
日
の
場

開
削
合
は
翌
日
)

抑
制

〈と
こ
ろ
〉

抑
一
川
上
田
商
工
会
議
所
会
議
室
。

昭
第

白方つu
n
H
JU
 

守
，
e第

〈内

容

〉

経
営
全
般
に
わ
た
る
相
談
指
導

〈お
間
合
せ
〉

商
工

課

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
三

0

2
7
三
O
四
)

一
健
康
教
室
の
一

一

受

講

生

一

資

格

U
家
庭
の
主
婦

申
込
締
切
H
H
六
月
二
十
日
嗣

定

員

H

四
十
名
。
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。

申
込
先
・
お
問
合
せ
H
保
健
予
防
課
保

健
相
談

室

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
二

九

O
有
線
②

O
七
二

二

内

容

H
H
下
表
の
と
お
り
。

自
然
運
動
公
園

市
営
プ

l
ル
の

目ん
』

d
T

臣七
.IIIL 

資

格

U
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ
る
三

十
歳
ま
で
の
人
(
学
歴
、
性
別
は
聞

い
ま
せ
ん
)

勤
務
時
間
H

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
。

給

料

H

一
日
三
千
百
円
。

人
員
・
期
間

l
若
干
名
、

約
三
か
月
間

必
要
書
類
H
自
筆
の
履
歴
書
、
写
真
添

付
の
こ
と
。

申
込
先
・
お
問
合
せ
H
H
体
育
課
施
設
係

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
五
五
七
)

健康教室日程表

月・日

mt日) 午前 l時-3時

7
月
刊
日

ω

け
る
子
供
さ
ん
は
、
日
本
脳
炎
予
防

接
種
を
受
け
て
か
ら
二
週
間
を
経
過

し
て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
、

。

調理実習

(簡単に作れる日常料理)

栄養士

午前 10時-12時

1.開講式

2.健康について

3.オリエ ンテー ション

4.食事診断

貝

身
障
精
薄
の
皆
さ
ん
対
象

自
動
車
の

減

免

申

請

用

証
明
書
を
発
行

身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
の
皆
さ

ん
の
た
め
の
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
、

自
動
車
取
得
税
の
減
免
申
請
に
必
要
な

「同

一
生
計
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
次
に
よ
り
早
目
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

〈対

象

〉

身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
の
人
と

生
活
を
共
に
し
て
い
る
人
が
持

っ
て
い

調理実習(1日の献立)

栄養士

8
月
幻
日

開

運動について

市運動指導員

調理実習

(高血圧者むき料理)

栄養士

栄養士

保健婦

保健婦

栄養士

保健婦

高血圧・貧血予防の食事に

ついて 栄養士

レクリエー ション 保健婦

栄養の基礎知識

( 4つの食品群)

レクリエー ション

休養について

塩分濃度測定

レクリエー ション

7
月
払
日

ω
8
月
6
日

間

意
し
、
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

ph
J
 

て
、
こ
れ
ら
の
人
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
自
動
車
。

〈手
続
方
法
〉

事
実
確
認
な
ど
を
行
う
た
め
、
申
込

ま
れ
で
も
す
ぐ
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で

一一
j
三
目
前
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
目
的
が
通
学
の
場
合
は

施
設
な
ど
で
通
学
証
明
を
、
通
院
の
場

合

(
対
象
は
週
二
回
以
上
通
院
し
て
い

る
人
)
は
、
病
院
な
ど
で
通
院
証
明
を

受
け
て
き
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
福
祉

事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

(申
込
先
・
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
福
祉
課

(
宮
⑫
四

一
O

O
内
線
三
七
三
有
線
②

O
七
九

こ

調理実習

(貧血予防の食事)

栄養士

肥満予防の食事について I 1.調理実習

栄養士 (幼児の食事とおやつ)

2.反省会

保健紛 13.閉講式

献立のたて方及び献立作成

栄去を土

保健附レクリエー ション

食事診断

レクリエー ション

9
月
刊
日

開
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〈対
象
者
〉

1
1
吋
比
一悩

初
回
日
五
十
年
四
月

一
日
か
ら
五
十
三

日
門
岨
阿

印

刷

年

三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
。

附
川
追
加

1
四
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
五
十

↓

年

二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人

だえ一 (9)一一一昭和54年6月1日 広報う

日本脳炎予防接種目程表

予

防

接

種

日
本
脳
炎

で
、
昨
年
初
回
、

二
回
目
の
接
種
を

受
け
た
人
。

〈注
意
事
項
〉

l
、
五
月
に
ホ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

(小

児
ま
ひ
)
の
投
与
を
受
け
た
子
供
さ

ん
は
、
今
回
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
次
回
に
お
受

け
く
だ
さ
い
。

2
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
行
う

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B
C
G
接
種
を
受

ZZL Z 土易 名
実施月日

立サ 象 地 区
1回目 2回目

上田市健康センター
6 6 

東部 ・中央地区

岩下公民館 月 月 神)11地区

上野が丘公民館 5 12 神科地区

市塩田母チ健康セ ンター
日 日

中塩団地区

三 好町会館
6 6 

城下・半過地区

上塩尻公民館 月 月 塩尻地区

市塩田母チ健康七 ンター 7 14 東塩田・西塩田.~IJ所地区

市川西社会福祉七ンター
日 日

川西地区

上田市健康センター
常磐町・城北・鎌原・西脇・新聞I

6 6 諏訪部・生塚・下紺屋町・南部地区

川辺町会館 月 月 川辺・泉団地区

森 公 民 館 8 15 隻殿地区

新田区民会館
日 日 北新屋部地・緑区が丘 ・緑が丘北・緑が丘西

け
る
子
供
さ
ん
は
、
日
本
脳
炎
予
防

接
種
を
受
け
て
か
ら
二
週
間
を
経
過

し
て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。

3
、
四
十
九
年
三
月
三
十

一
日
以
前
に

生
れ
た
人
に
は
、
個
人
通
知
は
出
し

ま
せ
ん
の
で
、
指
定
さ
れ
た
会
場
に

あ
る
問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、

子
供
さ
ん
の
体
温
を
必
ず
計
る
と
と

も
に
、
健
康
状
態
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
、
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

5
、
会
場
の
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、
指

定
さ
れ
た
日
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

〈と
き
・
と
こ
ろ
〉

上
左
表
の
と
お
り
で
す
。

〈お
問
合
せ
)

保
健
予
防
課
保
健
係

(
宮
⑫
四

一
O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

二

受けましょう

=家庭用計量器

無料検査=

を査検の
E
Eノ
、.. カ、，

P
ノ市
は
、
六
月
七
日
の
計
量
記
念
日
に

ち
な
ん
で
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ

ッ

チ
ン
ス
ケ
ー
ル
、
体
温
計
な
ど
の
家
庭

用
計
量
器
の
無
料
検
査
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。

検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
ハ
カ
リ
に

振
動
を
あ
た
え
な
い
よ
う
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

商
取
引
に
使
用
し
て
い
る
ハ
カ
リ
の

検
査
は
九
月
に
行
い
ま
す
。

〈と
き
・
と
こ
ろ
〉

六
月
十

一
日
開
。
十
二
日

ω。
十
三

※受付時聞は、いずれの会場も午後l時30分-2時30分までです。

( 6 月 11 日(月)~14 日(木))

日
刷。

十
四
日
附
の
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
市
役
所
西
側
別

棟
内
検
査
室
。

〈お
問
合
せ
〉

商
工
課
計
量
係

(
宮
⑫
四

一
O
O内

線
三
O
三
)

子

供

の

歯

の

健

康

相

談

に

集

ま

ろ

う

〈

6
月
9
日
出
・
叩
日
目
〉

と

き

H
六
月
九
日

ω午
後

一
時
か
ら

同
五
時
ま
で
。
六
月
十
日
制
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

と
こ
ろ
H
上
田
西
武
百
貨
庖
三
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

内

'
容
U
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
の
検
診

と
相
談
。
歯
み
が
き
指
導
。
食
事
と

お
や
つ
の
コ
ー
ナ
ー
。
手
づ
く
り
お

や
つ

の
展
示
。

赤星病予防のため

ビ、ャクシン類を

植えないように

しましょう

最
近
、
リ

ン
ゴ
や
ナ
シ
に
赤
星
病
が

多
発
し
、
栽
培
農
家
が
こ
ま

っ
て
い
ま

す
。赤

星
病
と
は
、

一
種
の
病
原
菌
が
葉

に
寄
生
す
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
病

気
で
、
リ

ン
ゴ
や
ナ
シ
の
葉
に
寄
生
す

る
と
、
品
質
や
生
産
性
を
阻
害
し
て
し

ま
う
悪
質
な
病
原
菌
で
す
。

赤
星
病
菌
は
、
リ

ン
ゴ
や
ナ
シ
と
ピ

ヤ
ク
シ
ン
類
の
聞
を
行
き
き
し
て
い
て、

あ
る
期
聞
は
必
ず
ピ
ャ

ク
シ
ン
類
で
生

活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
ピ
ヤ

ク
シ
ン
類
が
植
え

ら
れ
る
と
、
こ
の
病
原
菌
を
増
殖
し
飛

散
さ
せ
る
結
果
に
な
り
ま
す
の
で
、
次

の
ピ
ヤ

夕
、
ン
ン
類
は
庭
木
な
ど
に
植
え

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ビ
ャ

ク
シ
ン
類
と
は
、
ヒ

ノ
キ
科
ピ

ヤ
ク
シ
ン
属
に
入
る
「
ピ
ャ
ク
シ
ン
」

「イ
ブ
キ
ピ

ャ
ク
シ
ン
(
カ
イ
ズ
カ
イ

ブ
キ
)
」
「
ハ
イ
ピ
ャ

ク
シ
ン
」
「
ミ

ヤ
マ

ハ
イ
ピ
ャ

ク
シ
ン
」
な
ど
の
樹
木

で
す
。
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，J
日
可

月
物
削
蜘
上
田
市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し

関
側
文
芸
春
秋
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

J
¥
次
に
よ
り
記
念
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

一
皆
さ
ん
お
誘
い
合

っ
て
大
勢
ご
来
場
く

一
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

一

〈と

き

〉

号

六

月

十

二

日

ω

犯
か
ら
、

ウ
'第

〈と
こ
ろ
〉

戸

上

田

市

民
会
館

つ

文

午
後
六
時
三
十
分

:)2号一

〈講

演

「
日
本
人
の
心
の
傾
き
」

講
師

1
池
田
弥
三
郎
さ
ん

(慶
応
義

塾
大
学
教
授
)

(略
歴
)
大
正
三
年
東
京
に
生
れ
る
。

文
学
博
士
。
折
口
信
夫
の
高
弟
と
し
て

民
俗
学
と
文
学
の
関
連
を
研
究
、
そ
の

道
の
第

一
人
者
。
昭
和
四
十

一
年
放
送

文
化
賞
受
賞
。
主
な
著
書
「
日
本
芸
能

伝
承
論
」
「
こ
と
ば
の
文
化
」
「
文
学

と
民
俗
学
」
「
わ
た
し
の
源
氏
物
語
」

「
ふ
る
さ
と
東
京
」
「
話
の
た
ね
」
な
ど
。

「
芸
術
と
人
生
」

講
師
H
岡
本
太
郎
さ
ん

(画
家
)

(
略
歴
)
明
治
四
十
四
年
東
京
に
生

れ
る
。
両
親
と
共
に
十

一
年
間
パ
リ
に

在
住
。
パ
リ
大
学
で
哲
学
、
社
会
学
、

水
は
ロ
く
ら
れ

上
田
市
の
水
道
は
、
大
正
卜
二
年
創

設
以
来
五
十
有
余
年
を
経
過
し
、
こ
の

民
族
学
を
学
ぶ
。
パ
リ
国
際
セ

ン
タ
ー

会
議
場
の
大
壁
画
制
作
な
ど
H

世
界
の

太
郎
H

と
し
て
評
価
が
高
い
。
主
な
著

書
「
神
秘
日
本
」

「
忘
れ
ら
れ
た
日
本
」

「
原
色
の
呪
文
」
「
美
の
呪
カ
」
な
ど
。

「
い
か
に
生
く
べ
き
か
」

講
師
リ
山
口
瞳
さ
ん

(
作
家
)

(
略
歴
)
大
正
十
五
年
東
京
に
生
れ

る
。
昭
和
三
十
八
年
「
江
分
利
満
氏
の

優
雅
な
生
活
」
で
第
四
十
八
回
直
木
賞

受
賞
。
十
年
来
発
表
し
続
け
で
い
る
エ

ッ
セ
イ
「
男
性
自
身
」
は
、
ユ

ー
モ

ア

を
交
え
な
が
ら
社
会
へ
の
嘆
き
や
怒
り

を
ぶ
ち
ま
け
て
い
る
。
主
な
著
書

「
マ

ジ
メ
人
間
」
「
わ
が
町
」
「
な
ん
じ
ゃ

も
ん
じ
ゃ
」
「
血
族
」
な
ど
。

お 6宝第 1

E月く回:
お 6 じ市:
願い 体日)号きl村町:
し ま換
ミ でえ
ムー ー~ .~ .ー .~ .・一 'ー.~.

県貿易展

市特産品発明展開く

6月iぬ叫I的..  
市民体育I館三日戸:I

六六六 と
月月月
十十十き
八ヒ六 〉
日日日
(月) (日) (上)
時午時午五午
。前 。前時前
九九 。 卜
時時 -
¥ ¥ 日寺
午午 1
後後午
五六後

〈と
こ
ろ
)

上
田
市
民
体
育
館

上
田
市
を
は
じ
め
、
県
内
の
工
業
製

品
が
多
数
出
品
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
、

県
の
産
業
を
知

っ
て
い
た
だ
く
の
に
大

変
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の

特
産
品
(
農
民
美
術
、
上
田
紬
、
土
産

品
な
ど
)
と
、
発
明
研
究
会
日
鳩
山
一
子
校

の
発
明
品
も
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
大

勢
の
こ
来
場
を
お
'侍
ち
し
て
い
ま
す

屋
浄
水
場
内
に
重
金
印
刷
の
分
析
を
行
う

原
チ
吸
光
光
度
計
、
硝
酸
、
ア

ン
モ
ニ

こ
の
ほ
か
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、
中
華

人
民
共
和
国
、
米
国
ミ
ズ
リ
i
州
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
紹
介
と
貿
易
相
談
を
行
い
ま

す
。

さ

っ

き

祭

大

展

示

会

6
月
2
日
1
7日

と

き

H

六
月
二
日
出

1
七
日
刷
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

と
こ
ろ
H

市
総
合
展
示
館
(
上
田
公
園

内
)

内

容

リ

市

内

の
さ
っ
き
愛
好
者
の
皆

さ
ん
が
出
品
す
る
、
自
慢
の
さ
っ
き

約
三
百
鉢
(
は
ち
)
を
展
示
。

「
市
長
と
語
る
会
」
日
程

み
ん
な
が
参
加
し
よ
う

マ
六
月
七
日
同

下
郷
公
民
館

マ
六
月
八
日
樹
塩
田
公
民
館

マ
六
月
十
一
白
聞
東
塩
田
老
人
集

会
所

マ
六
月
十
二
日
附
西
塩
田
会
館

マ
六
月
十
八
日
同
相
染
閣

マ
六
月
十
九
日
凶
川
西
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー

マ
各
会
唱
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら。

が
昨
年
の
秋
完
成
し
、
本
格
的
に
運
転

を
開
始
し
ま
し
た
。
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水
は
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

水
道
週
間
も
今
年
で
二
十
一
回
を
数
え
、
六
月
一
日
か
ら
七
固
ま
で
全
国
で

各
種
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
で
文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最

も
重
要
な
施
策
で
す
。

上
田
市
で
も
、
こ
の
週
間
中
に
水
道
事
業
に
日
ご
ろ
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ん
の
協
力
者
総
会
を
開
催
し
、
長
年
水
道
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
指
定
工
事
底
の
技
術
講
習
会
や
市

役
所
市
民
課
前
ロ
ビ
ー
で
、
水
道
関
係
の
写
真
、
図
表
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

えつ

/、?
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/ 

制
早
目
に
お
願
い
し
ま
す

」

上
田
市
の
水
道
は
、
大
正
十
二
年
創

設
以
来
五
十
有
余
年
を
経
過
し
、
こ
の

間
、
合
併
な
ど
に
よ
り
年
々
給
水
人
口

が
増
加
し
、
現
在
九
万
五
百
人
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

一
日

の
配
水
能
力
は
、
六
万
四
千
七
百
立
方

灯
で
す
が
、
塩
田
地
区
の
県
営
水
道
利

川
省
を
合

め
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
市

民
が
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

市
水
道
の
水
源
は
、
神
川
、
千
曲
川

な
ど
の
河
川
や
菅
平
ダ
ム
に
依
存
し
、

染
屋
浄
水
場
と
石
舟
浄
水
場
で
沈
で
ん

ろ
過
、
滅
菌
し
各
家
庭
へ
配
水
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の
充
実

も
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
か
ら
向
田
も
拡
張
事

業
を
実
施
し
、
同
五
十

一
年
に
は
、
染

一一圃

"，i ， ， 

o 

屋
浄
水
場
内
に
重
金
属
の
分
析
を
行
う

原
子
吸
光
光
度
計
、
硝
酸
、
ア
ン
モ
ニ

ア
な
ど
無
機
物
質
を
分
析
す
る
分
光
光

度
計
、
重
金
属
処
理
装
置
、
細
菌
の
培

養
を
行
う
恒
温
器
な
ど
水
質
検
査
設
備

を
完
備
し
水
質
を
分
析
し
て
き
れ
い
な

水
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
給
水
す
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た

一
般
家
庭
の
「
じ
ゃ
ぐ
ち
」
の

水
を
採
取
し
て
、
き
れ
い
な
水
を
使
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
水
質
検
査
も
行

っ
て
い
ま
す
。

排
水
処
理
施
設
完
成

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
、
約
二
億
四

千
七
百
万
円
を
費
や
し
て
建
設
を
進
め

て
き
た
染
屋
浄
水
場
の
排
水
処
理
施
設

染屋浄水場の泥水処理に活躍する
全自動脱水槽

が
昨
年
の
秋
完
成
し、

本
格
的
に
逆
転

を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
水
質
汚
濁
法
の
規
制

に
基
づ
き
建
設
し
た
も
の
で
、
特
色
は

布
の
聞
に
泥
水
を
は
さ
み
、
水
圧
で
木

分
を
し
ぽ
り
と
る
加
圧
脱
水
装
置
で
完

全
自
動
化
さ
れ
、
電
気
操
作
室
で
運
転

状
況
が
一
目
で
わ
か
る
も
の
で
す
。

沈
で
ん
池
か
ら
出
る
一
日
二
百
六
ト

ン
の
泥
水
を
濃
縮
そ
う
で
十

一
ト
ン
の

泥
ボ
に
農
縮
し
、
機
械
脱
水
で
二

・
四

ト
ン
の
泥
の
か
た
ま
り
に
処
理
す
る
能

力
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
ち
ん
で
ん

池
か
ら
出
る

一
日
平
均
百
五
十
ト
ン
の

泥
水
を

0
・
八
ト
ン
の
泥
の
か
た
ま
り

に
し
て
い
ま
す
。

脱
木
し
た
泥
は
、
木
透
管
の
埋
め

土
に
利
用
し
た
り
、
農
地
へ
還
元
す
る

な
ど
再
利
用
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

水
道
事
業
は
皆
さ
ん
か
ら
の

使
用
料
で行
っ
て
い
ま
す

水
道
事
業
は
、
電
気
、
ガ
ス
事
業
と

同
じ
公
益
事
業
で
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
使
用
料
で
事
業
を
行
い
、

日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

水
道
使
用
料
は
、
水
道
事
業
経
営
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
収
入
で

す
の
で
、
完
納
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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お宅のじゃぐちはなどを

l工事庖

さしミ。 をとめ

水漏れしていませんか

〈パッキンを無料頒布〉

お
宅
の
じ
ゃ
ぐ
ち
は
故
障
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
「
ポ
タ
ン
、
ポ
タ
ン
」
と
落

ち
る
だ
け
で
も
長
い
間
に
は
、
か
な
り

の
水
量
に
な
り
、
水
道
料
金
に
加
算
さ

れ
ま
す
。

こ
の
じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
の
水
漏
れ
は
ほ

と
ん
ど
が
「
パ
ッ
キ
ン
」
を
取
り
替
え

る
だ
け
で
な
お
り
ま
す
。

パ
ッ
キ
ン
は
、
水
道
局
で
無
料
で
お

分
け
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
簡
単

に
取
り
替
え
で
き
ま
す
の
で
左
図
の
要

領
で
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

ノ、ンドJレ

t 

' ー ーーーーーーーーーーーーーー_..J，-・ ーー ーーー・ ー ーーーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーーー

る
水
や
地
下
漏
水
の
抵
は
、
市
全
体

で
は
大
変
な
盆
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
指
定
工
事
屈
の
協
力
に
よ

り
、
漏
水
調
査
班
が
漏
水
を
調
査
し

早
期
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
道

路
な
ど
で
漏
水
を
発
見
し
た
ら
至
急

水
道
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(宮
⑫
四

一
O
O内
線
五
て
一
一
石
線

②
O
八
一
一
一
)

水
道
の
じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
流
れ
る
水

の
量
は
、
じ
ゃ
ぐ
ち
の
聞
き
か
た
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
「
ょ
う
じ
」
の

は
故
障
し
て
い
ま
せ
ん
か
、
少
し
で
も

流
れ
て
い
る
と
メ
ー
タ
ー
が
回
り
料
金

に
加
算
さ
れ
ま
す
の
ぞ
、
じ
ゃ
ぐ
ち
を

じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ

日
ド
ラ
ム
カ
ン
三
本

た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

太
さ
ぐ
ら
い
の
水
が
流
れ
て
い
る
と

一
日
で
ド
ラ
ム
カ
ン
三
本
分
に
も
な

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
「
じ
ゃ
ぐ
ち
」

漏
水
に
注
意
し
よ
う

水
道
の
じ
ゃ
ぐ
ち
以
外
か
ら
流
れ
出

水道のいろいろな届け出

⑨引越してきたときや、 0 使用再開届をしてください。

今まで使っていない水 0電話でも結構ですから早めにお届けく

道を使用するとき。 ださい。

0入居された日から料金が計算されます。

0目のつくところに「使用中止中」の票

がありますので、それによって検針区

コード、使用者番号を確めてからお届

けください。

111⑥引越して行くときや、
0廃止屈をしてください。

ノド道が不用にな って廃 O'f電話でも結構ですから早めにお届けく

止するとき。 ださいn

0届出のあ った日 までの水道料金を現地

で精算いたします。

0この手続きをしないとあとで入居 され

1 ・f~ffl-fj (!)名儀を現す
た人が迷惑します。

0使用者名儀変更屈をしてください。

るとき、とくに死亡さ 0印かん持参のうえ早めにお届けくださ

れた方の氏名を変更す し当。

るとき。 0水道料金は旧使用者の分も合せて新使

用者の負担となります。
」ーーー

: (図参照)

:①立上がりの下に付いている水抜栓(不凍栓)

ます。

②じゃ 口の栓を全開にして、 プラ イヤーなどでスピン

ドルカバーを左に回しではずします。

③コマの先きにあるナ

ットネジをはずし「ノマッ

キン」を取り替えます。

④ス ピンドルカバーを

元どお りにはめ込みま

す。

⑤水抜栓を聞いでくだ

さしミ。水漏れはとまっ

ています。

届けていただくところ

水道局業務課(JJ=舎西側別棟2階)

電話22-4100 内線506・507 有線2-0831 

。個人で水道料金を納めていただいている方に、電話料金、テレビ料

金などと閉じようにあなたの預金口座から自動的に支払いできる口

座振替をおすすめします。

市内各銀行、信用金庫、信用組合、農協などでF取扱っていますので、

預金通帳、印かん、水道料金納入通知書か領収書を持参し手続きし

てください。
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上田公園児童遊園地に

アトムジム完成

上田公園児童遊園地にアトムジム(写点

ド)ができました。

この遊具は、すべり台3台が三方から集ま

ったところに大きな室失の輪でできたジャン

グルジムのようなものが51固|あり、それぞれ

がつながり、迷路のように複雑になってい

てj子供たちの興味、 官険心を満足させるよ

う工夫されています。

市民会館に

車イス用観覧席完成

市民会館大ホール北側に車イスで観覧で

きる専用席が5席完成。同会館北側に車イ

スで入場できるスロープ!(写真ド)、専用ト

イレも完成しました。 スロープをのぼりつ

めた右手にインターホンがあり、市民会館

事務室と連絡がとれます。入口を入るとす

ぐ右手が専用トイレです。 ホールへは自動

ドアで出入りできます。

水道の新・増設・故障修理は水道指定工事庖ヘ

ご家庭の電気温水器、ガス湯沸器、米陽熱温水器などを

取付ける場合、ノk道と器具との接続工事は市の指定工事庖
でないと 出来ませんので次の工事庖へ申込んでください。

第 1種指定工事庖

工事庖名 住 所 電 3古
株式会社広島鉄工所 天神 2丁目 2-3 22-2655 

株式会社広 下 キ且 踏入 2丁目 1-17 22-0271 

合資会社石弁設備工業 天神 2丁目 3-12 22-0302 

株式会社工藤商会 大手 1丁目10-11 22-0910 
有限会社出丸工務所 常磐城6丁目11-13 22-3412 
上野設備株式会社 中央北2丁目1-20 22-8022 

有限会社大屋設備工業 大屋236-20 35-0217 

株式会社昭和設備工業 中央2丁目24-22 24-3911 

株式会社信 手口 常磐城3丁目13-17 22-0389 
富ー 士反 管 工 中央5丁目10-13 22-8091 

唐 沢設備 工業 住吉1577 24-2602 

丸 栄 壬函又IL {積 中央 5丁目 6-18 22-8967 

トキワギ水道工事庖 常磐城6丁目 9-10 22-1343 

中 央設 備工業 常田 2丁目22-32 22-2853 

岩 神員 2生 {詣 林之郷331 22-3741 I 

株式会社川上商会 大手 2丁目 4-48 22-0858 

島田"立備工業有限会社 緑が丘3丁目17-9 27-5558 

千曲電業株式会社 踏入 2丁目]8-26 27-3221 

川 西設備工業所 小泉849-1 24-3371 

春原建設株式会社 住吉1767 22-7018 

日本ガスボ道株式会社 天神 4丁目29-3 27-4434 

有限会社奥田設備 住吉689 22-0102 

上 聖子 管 工 諏訪形635-2 24-3290 

池田水道工務所 秋和387-1 24-7612 

長野プロパン株式会社 国分542 22-5518 

有限会社本州管工 若久保1543-4 35-1054 

有限会社中村商会 天神 1r目6-6 22-0941 

有限会社城南ガス設備 上田原435 22-5123 

有限会社 小林設備工業所 本郷409 38-2400 
二L 一

壬dRFL 1積 秋和882-3 24-6593 

~t !京 壬dFzL 1帯i 緑が丘2丁目 6-21 24-1797 

品 林 言支 {構i 神畑909-7 
38-4050 
24-8231 

二 栄工業有限会社 中央東 1-13 24-1256 

品 之 上 己圭又JL 1蔚 芳田1040 24-0486 

株式会社 トーワ管工 住吉59-2 27-6249 

堀 ;生 1稿 工 業 古里42-5 24-0521 

第2種指定工事庖

工事庖名 f主 所 言菖 2舌

上回瓦斯株式会社 天神 41目29-3 22-0454 

品 尾 商 庖 緑が丘 1丁目22-27 22-1258 

長 山奇; 商 Jd 国分522-1 23-2950 

株式会社千野商 J古 中央6丁目16-8 27-3133 

堀 内 商 底 中央西 1丁目 6-14 22-2613 

株式会社武重商会 常国 2丁目20-26 22-8456 

サンリン株式会社上国営業所 芳田4439- 1 35-2603 

中央工機産業株式会社 中央2丁目16-10 22-8600 

上田市農業協同組合 大手 2丁目 3-3 22-8500 
てF キ ノ 商 三Z三』 中央4丁目18-2 23-2720 

西 沢 ーaFzL f滞 上室賀1606 31-8256 

株式会社信菱空調設備 常磐城3丁目 1-6 22-2747 

有限会社青島タイル 御所356-3 
山 本電気商 d3〉2L、 別所温泉178 38-2123 

第 l種指定工事庖は、 一般の給水工事を行います。

第 2種指定工事庖は、水道に直続する湯沸器、温水器など

に付帯する部分のみの接続・修理工

事を行います。

(図参

;①立上
: ます

:②じゃl

: ドル

:③コマ

， '/トネ ち

:キン」を

:④スピ

;元どお

;す。

⑨引越し

今 ま℃

道を慢

⑨引越し

水道 -/)1

止す~

。個人でi

金など

座振替

市内各j

預金通

でくだ
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アメシロが発生します
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

発
生
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

市
は
、
今
年
も
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

報
ト
リ
対
策
本
部
」
を
設
け
、
各
自
治
会

広
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
て
積
極
的
に

一
撲
滅
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

一
こ
の
活
動
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
た

わ
め
、
各
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
で
常
習

開
制
発
生
地
や
放
置
木
の
確
認
を
行
い
、
早

内
川
市
山
入

叩
酬
目
に
防
除
計
画
を
立
て
、
強
力
な
防
除

間
約
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

J
¥

今
年
は
、
暖
冬
だ
っ
た
た
め
、
大
発

一
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

口一円
円

L
n『
d

ヴ

i第 えつ

防
除
最
適
期
は

六
月
中
旬
か
ら
下
旬

対
策
本
部
で
は
、
暖
冬
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、

6
月
中
旬
か
ら
下
旬
、
が
第
一

792号一

園

間各化
を自期
参治の
考会防
に、除

計事最
画業適

22T 
てシ老

7記長 みんなで

ま三2， 徹底防除しよう
し;漏えi写真は、上はアメシロの卵、真中はふ化し幼虫吋
lなったアメシ口、下は産卵中のアメシロの成虫 l 

防
除
活
動
の
重
点
は

自
分
の
木
は
自
分
で
防
除

防
除
活
動
の
重
点
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
徹
底
防

除
し
ま
し
ょ
う
。

ー
、
自
分
の
樹
木
は
、

自
分
で
責
任
を

持
っ
て
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
他
地
区
に
あ
る
樹
木
の
所
有
者
は

担
当
自
治
会
と
連
絡
を
取
る
な
ど
し

て
必
ず
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
い
っ
せ
い
防
除
日
に
は
、
ふ
だ
ん

手
の
届
か
な
い
河
川
敷
、
土
手
な
ど

を
重
点
に
防
除
活
動
を
行
い
ま
し
ょ

-
q
ノ
。

防

除

機

と

薬

剤

無

料

で

貸

与

自
治
会
が
共
同
で
防
除
を
行
う
と
き

は
、
防
除
機
(
三
台
)
と
薬
剤
を
無
料

で
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
自
治
会
長
さ

ん
が
市
役
所
二
階
農
林
課
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

業
者
に
よ
る
薬
剤
散
布
は
、
第
一
化

期
は
行
い
ま
せ
ん
。

担
当
別
に
各
課
が
窓
口

連
合
自
治
会
に
担
当
職
員

今
年
も
、
市
役
所
各
課
が
責
任
担
当

区
分
を
受
け
も
っ
と
と
も
に
、
地
区
連

合
自
治
会
ご
と
に
部
課
長
を
配
置
し
、

自
治
会
、
事
業
所
な
ど
の
問
合
せ
な
ど

に
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
の
で
、
撲
滅
班
長
(
自
治
会

長
)
さ
ん
は
、
各
担
当
課
、
職
員
と
連

携
を
密
に
し
て
効
果
の
上
が
る
防
除
活

動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
撲
滅
運
動
担
当
区
分

〈市
民
課
・
公
害
課
〉

一
般
市
民
、
自
治
会
(
連
合
自
治
会
)

衛
生
推
進
協
議
会
。

〈商
工
課
〉

各
事
業
所
。
事
業
団
体
。

〈耕
地
課
〉

農
業
用
水
路
。
農
業
用
道
路
。

〈土
木
課
〉

農
業
用
以
外
の
河
川
、
国
・
県
道
。

て
い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、

ば
く
大
な
投
資
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〈学
校
教
育
課
〉

幼
稚
園
。
高
等
学
校
。
大
学
。

〈保
育
課
〉

市
立
以
外
の
保
育
園
。

〈福
祉
課
〉

民
間
の
福
祉
施
設
。

〈保
健
予
防
課
・
国
保
年
金
課
〉

市
立
以
外
の
病
院
、
医
院
、
診
療
施

設。〈庶
務
課
〉

神
社
。
寺
院
。

〈農
林
課
〉

農
業
団
体
。
山
林
原
野
。
荒
廃
農
地
。

し
尿
く
み
取
り
は

早
目
に
申
込
も
う

〈メ
ー
タ
ー
は
必
ず
確
認
し
よ
う
〉

次
の
業
者
の
皆
さ
ん
が
し
尿
く
み
取

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
目
に
申
込
む
と
と
も
に
必
ず
、
数

量
メ
ー
タ
ー
を
業
者
の
人
と
確
認
し
、

料
金
精
算
な
ど
の
と
き
ト
ラ
ブ
ル
を
起

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

し尿くみ取り業者一覧表

峯 千 塩 上 上 上 上田清掃事業協同組合
A邑u.. 

岸 曲 田

健豊悟田
田

掃協d清田京s、 清掃丸国 1清掃東t部其品不 掃川西清 川清掃西 瀬清掃川 荷上生田 事初所勝

業
清 衛 j青
衛 掃 生 掃

所

生 社 社 社 名

林
西
浅間 中)11 渡辺 宮本

丸
北沢 桜井 水野 松沢 !瀬11 塚手

代者氏名表
)11 田

貞
{王E言コ玉 植幹 鷲男 紀男 男貞ø~ ø~ 茂 清 寿 正

E音御

別所塩泉

大 縁 大 下 大 下 下 大 材 秋

地所在手 が 手 青 久 之 室 久 木

入 所 四T丘 田I木 保 条 賀 泉 保 田I平日

一 一
七 J¥ 七 七 四 四 電

2古。九 J¥ 。四四 0 。七 J¥ 0 四八九 九 九五 番九 七。
-ノ4、ー・ 五 。 五 五 九 巧Cコ

J¥ J¥ 四 ーノム、ー・ 七 J¥ 四

一

基
本
料
金
リ
十
八
リ

y
ト
ル
当
り

付
加
料
金

作
業
に
要
す
る
距
離
が
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
百
十
円

六
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
こ
百
同
十
円

八
十
円

い
こ
う
と
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
消
費
の
問
題
は
、
消
費
者
の

理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
は
不
可

二
十
八
度
て
い
ど
と
す
る
④
テ
レ
ビ

視
聴
時
聞
の
短
縮
な
ど
国
で
は
い
く
つ

か
の
具
体
例
を
示
し
て
協
力
を
呼
び
か



一 第

対
策
本
部
で
は
、
暖
冬
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、

6
月
中
旬
か
-
勺
下
旬
が
第
一
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ころから

エネルギ一節約を進めよう

身近なと
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三
月
十
三
日
か
ら
行

っ
て
き
た

「
む

だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
運
動
(
資
源

活
用
推
進
月
間
)
」
で
は
、
私
た
ち
の
周

囲
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
考
え
て

き
ま
し
た
。

現
在
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化

に
閲
す
る
法
律
」
が
国
会
に
提
案
さ
れ

て
い
る
ほ
ど
、
国
家
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
油
資
源
は

無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
、
え
は
石
油
と
い
っ

を
重
点
に
防
除
活
動
を
行
い
ま
し
ょ

・勺ノ
。

むだをな くし

物を生かす

市民運動月間

⑧ 

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ

か
、
い
ろ
い
ろ
な
消
費
物
資
の
多
く
も

な
ん
ら
か
の
形
で
石
油
に
か
か
わ
り
が

あ
り
ま
す
。

石
油
資
源
は
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
よ
う
に
年
々
そ
の
消
費
量
が
ふ

え
て
い
く
と
、
石
油
の
生
産
を
抑
え
て

も
近
い
将
来
石
油
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ち
か
こ
ろ
、
代
替
エ
ネ
ル
キ
ー
と
い

う
こ
と
ば
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
太
陽

熱
、
地
熱
や
、
原
子
力
な
ど
の
利
用
が

そ
れ
で
す
が
、
科
学
の
進
ん
だ
今
日
で

も
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
研
究
、
実
用
化
し

-a
F
4

・

'
EF--4
三
'
r
rR
1
叫
咽
点

円
認日仏

農主!
業 木 ;
用 課 i
以〉 7
外 i
の
河
)11 

国

県
道

て
い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、

ば
く
大
な
投
資
が
必
要
に
な
り
ま
す。

マ
イ
カ
ー
自
粛

電
車
パ
ス
を
利
用

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
軽
装
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約

現
在
、
国
で
は
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
計
画

と
い
わ
れ
る
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

と
、
ム

ー
ン
ラ
イ
ト
計
画
と
い
わ
れ
る

消
費
節
約
政
策
と
を
総
合
的
に
考
、
え
て

付
加
料
金

作
業
に
要
す
る
距
離
が
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
百
十
円

六
十
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
と
き
二
百
四
十
円

い
こ
う
と
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
消
費
の
問
題
は
、
消
費
者
の

理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
は
不
可

能
で
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
ふ
え
る
季
節
を

を
迎
、
え
ま
す
。

そ
こ
で
燃
料
の
節
約
は
、
①
マ
イ
カ

ー
自
粛
に
よ
る
電
車
、
パ
ス
の
利
用
促
進
P

②
経
済
速
度
(
一

般
道
路
で
時
速
四
十

キ
ロ
)
の
運
行
。
電
力
の
節
約
で
は
③

軽
装
に
つ
と
め
冷
房
の
温
度
は
摂
氏

消
費
者
グ
ル
ー
プ
も
出
品

資
源
活
用
広
場
ヘ
三
万
人

家

庭

出

品

の

不

用

品

に

人

気

「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
運
動
」

の
締
め
く
く
り
と
し
て
市
役
所
駐
車
場

を
開
放
し
、
五
月
十
三
日
行
わ
れ
た
か
資

源
活
用
広
場
H

は
、
約
三
万
人
以
上
の

市
民
で
に
さ
わ
い
ま
し
た
。

同
広
場
に
は
、

一
般
家
庭
か
ら
出
品

さ
れ
た
乳
母
車
、
電
気
洗
た
く
機
、
ベ

ッ
ド
、
レ
ン
ヂ
、
贈
答
用
菓
子
ざ
ら
な

二
十
八
度
て
い
ど
と
す
る
。
④
テ
レ
ビ

視
聴
時
間
の
短
縮
な
ど
国
で
は
い
く
つ

か
の
具
体
例
を
示
し
て
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
な
節
約
で
も
集

ま
る
と
驚
く
ほ
ど
の
数
字
に
な
り
ま
す
。

「
わ
た
し
ぐ
ら
い
は
」
「
う
ち
ぐ
ら

い
は
」
の
姿
勢
を
見
直
し
、
み
ん
な
で

エ
ネ
ル

ギ
ー
の
節
約
に
つ
と
め
ま
し
ょ

、『ノ。
ど
三
千
点
が
競
売
さ
れ
六
千
同
か
ら

百
円
で
競
り
落
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

友
の
会
、
中
丘
グ
ル
ー
プ
、
婦
人
会
な

ど
の
消
費
者
グ
ル

ー
プ
が
余
剰
農
産
物

や
、
中
古
の
衣
料
品
な
ど
を
低
廉
価
で

販
売
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

資
源
活
用
広
場
は
、
今
年
で
五
回
目

を
迎
、
ぇ
、
家
庭
内
・の
不
用
品
の
再
利
用

の
場
と
し
て
、
ま
た
、
市
価
の
三
割
と

い
う
安
さ
の
魅
力
も
手
伝
っ
て
、
市
民

の
聞
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

消費者グループも参加かなりの売れ行き。
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基本的

理解のために

同和問題を考える | 

上
小
島

森森(
材
木
町
)
四
一

五

加

七

三

(上
紺
屋
町
)
入

O

~ 16日

「
ね
た
子
」
は
起
こ
さ
な
い
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

(
一

般
市
民
か
ら
の
声
)

「
そ
っ
と
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
」

と
い
う
考
、ぇ
方
は
、
同
和
教
育
を
す
す

め
て
い
く
と
き
に
、
ど
こ
で
も
出
さ
れ

る
ご
意
見
で
い
わ
ゆ
る
「
ね
た
子
を
起

こ
す
な
」
論
で
す
。

こ
の
考
え
方
は
同
和
地
区
の
人
た
ち

の
中
に
も
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
一
般
と

い
わ
れ
る
人
た
ち
の
中
に
も
同
じ
考
え

の
人
が
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ

る
一
般
の
人
た
ち
の
、
こ
の
考
え
方
に

対
し
て
、
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

七七九
一八一

桜
井
ひ
ろ
さ
ん
中
央
二
(
横
町
)

七
七

棚

橋

秀

治

さ

ん

諏

訪

形

七

四

佐

藤

仁

作

さ

ん

赤

・

坂

七

五

関

う

ま

の

さ

ん

院

内

七

八

小
山
マ
ツ
ノ
さ
ん

緑
が
丘
一
(
緑
が
丘
)
七
八

甘
利
憲
吾
さ
ん

中
央
三

(原
町
)
三
六

宮

下

け

さ

り

さ

ん

大

屋

八

一

若

林

昭

男

さ

ん

塩

田

新

町

四

九

関

雅

雄

さ

ん

石

神

八

三

古

平

元

勝

さ

ん

分

去

七

四

古
川
郁
夫
さ
ん
材
木
町
二
(
材
木
町
)
四
六

清
水
き
い
き
ん中
央
三
(
馬
場
町
)
七
八

浦
野

七

玉

川

辺

町

三

八

市
が
昭
和
五
十
一
年
に
市
内
全
世
帯

を
対
象
に
実
施
し
た
意
識
調
査
で
も
全

体
の
六

O
%
の
人
が
差
別
の
あ
る
こ
と

を
認
め
て
い
な
が
ら
「
そ
っ
と
し
て
お

け
は
な
く
な
る
」
と
か
「
子
ど
も
に
知

ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
っ
た
考

え
方
の
人
が
約
四

O
%も
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

た
し
か
に
部
落
差
別
が
全
く
な
い
な

ら
そ
う
し
た
考
え
方
も
成
り
立
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
の
世
の
中
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
部
落
差
別

が
生
き
て
お
り
、
差
別
事
件
も
あ
と
を

た
た
な
い
こ
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り

春
原
水
代
子
さ
ん

橋
詰
幸
太
郎
さ
ん
常
国
二
(
下
常
国
)
四
九

西

沢

万

五

郎

さ

ん

奈

良

尾

八

二

宮

原

幸

枝

さ

ん

柳

沢

七

三

中
村
ハ
ツ
さ
ん

中
央
西
二
(
下
紺
屋
町
)
七

O

竹

原

茂

次

郎

き

ん

久

保

林

八

三

金

井

百

合

さ

ん

福

田

八

四

吉
井
み
っ
さ
ん
常
磐
城
三
(
諏
訪
部

)
七
五

石

井

態

猪

さ

ん

下

室

賀

八

八

小

松

司

さ

ん

中
央
四
(
丸
堀
)
六

O

小

林

よ

り

さ

ん

小

井

田

七

三

土

屋

き

よ

さ

ん

下

室

賀

八

四

寺

田

梅

治

さ

ん

下

青

木

八

九

安
田
幸
次
郎
さ
ん

御

所

七

五

里
吉
し
づ
子
き
ん

上
塩
尻

で
す
。

部
落
の
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
の
大
人

た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

を
子
ど
も
に
話
さ
な
い
と
い
う
保
障
は

ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
い
か
え
れ

ば
こ
の
よ
う
な
現
実
を
か
く
す
こ
と
は

で
き
な
い
し
、

φ
り
に
同
和
教
育
で
取

り
上
げ
な
く
て
も
、
い
ず
れ
わ
か
っ
て

し
ま
う
か
ら
問
題
と
な
る
の
で
す
。

実
際
に
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
知
る
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
?

具
体
的
な
例
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
昨

年
、
市
内
の
あ
る
高
校
に
入
学
し
た
と

き
全
員
を
対
象
に
調
査
し
た
結
果
で
は
、

五
四

中
央
東
(
上
川
原
柳
)
五
九

武

居

松

枝

き

ん

浦

野

七

三

塩

入

か

な

め

さ

ん

鈴

子

九

O

斉

藤

香

織

さ

ん

手

塚

O

間

島

政

雄

さ

ん

小

泉

七

二

赤

羽

藤

三

郎

さ

ん

吉

田

七

O

久
保
田
み
乃
る
さ
ん
国
分
一

(国
分
)
七
七

成
沢
一
男
さ
ん

緑
が
丘
二
(
緑
が
丘
北
)
五
一

宮
川
保
雄
さ
ん常
磐
城
一
(
西
脇
)
七
二

香

山

ほ

沼

市

登

さ

ん

古

里

八

三

武

国

夫

さ

ん

上

田

原

六

五

山
口
あ
や
め
き
ん

天
神
四
(
南
天
神
町
)
八
二

村

山

津

義

さ
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